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記
念
式
典
に
２
４
０
名

万
歳
三
唱
で
60
周
年
を
祝
福

伸びやかな声で、村民歌を合唱する九戸中学校２学年全 54名

　

昭
和
33
年
に
戸
田
村
、
伊
保

内
村
、
江
刺
家
村
が
合
併
し
、

九
戸
村
が
誕
生
し
て
か
ら
平
成

27
年
で
60
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

還
暦
を
め
で
た
く
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
、
九
戸
村
合
併
60
周

年
記
念
式
典
が
11
月
27
日
、
村

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
被
表
彰
者
や
関
係
者
な
ど

村
内
外
か
ら
約
２
４
０
名
が
参

集
。
村
民
と
共
に
歩
ん
で
き
た

60
年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
村
勢
進
展
に
貢

献
さ
れ
て
き
た
１
０
７
名
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

功
績
が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

五
枚
橋
久
夫
村
長
は
「
豊
か

な
自
然
の
恵
み
を
利
用
し
つ
つ
、

固
有
の
財
産
を
生
か
し
て
き
た

先
人
の
知
恵
に
思
い
を
は
せ
、

心
が
通
い
合
う
生
活
の
継
承
を

目
指
し
ま
す
」
と
式
辞
。

　

ま
た
村
内
５
つ
の
小
学
校
６

年
生
児
童
全
49
名
が
集
ま
り
、

村
民
憲
章
を
唱
和
。
未
来
の
九

戸
村
を
担
う
児
童
た
ち
が
元
気

な
声
で
高
ら
か
に
宣
誓
し
ま
し

た
。
九
戸
中
学
校
２
学
年
全
54

名
は
村
民
歌
を
斉
唱
。
伊
保
内

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
と
役
バ
ン

ド
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
力
強

く
元
気
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

合
併
60
周
年
を
記
念
し
、
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
も
行
わ
れ
、
各

部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

４
名
の
児
童
・
生
徒
が
、
九
戸

村
の
未
来
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
祝
賀
会
で
も
多
く

の
出
席
者
が
め
で
た
く
還
暦
を

迎
え
た
九
戸
村
を
祝
福
。
祝
宴

中
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行

わ
れ
、
村
舞
踊
研
究
会
の
自
慢

の
踊
り
な
ど
が
宴
に
花
を
添
え

て
く
れ
ま
し
た
。
九
戸
村
出
身

の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、
坂
下
良
太

さ
ん
の
歌
声
に
は
ア
ン
コ
ー
ル

が
飛
び
出
す
ほ
ど
の
盛
り
上
が

り
。
伊
保
内
高
等
学
校
郷
土
芸

能
委
員
会
に
よ
る
江
刺
家
神
楽

の
迫
力
あ
る
演
舞
に
は
、
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
還
暦
を
迎
え
た
九

戸
村
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
発
展
を
祈
願
し
て
万

歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
記
念
式
典

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
２
４
０
名
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✿
特
別
功
労
者
✿

岩
部
茂

✿
功
労
者
✿

古
舘
長
五
郎
、
山
本
繁
藏
、
平

中
末
蔵
、
高
島
フ
ミ
、
上
村
德

一
郎
、中
山
武
治
、風
張
信
三
郎
、

故
小
笠
原
恕
、
故
櫻
庭
末
五
郎
、

故
伊
保
内
昭
一
、
故
中
村
徳
蔵
、

故
髙
橋
啓
介
、
故
高
島
與
三
郎
、

故
松
田
憙
衛
、
故
戸
井
口
正
雄

✿
一
般
表
彰
✿

《
①
村
議
会
関
係
》

古
舘
巖

《
②
農
業
委
員
会
関
係
》

小
井
田
重
雄
、
欠
端
信
雄
、
下

田
沢
榮
吉

《
③
教
育
文
化
関
係
》

菊
池
強
一
、
本
田
正
、
眞
下
清

《
④
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
》

番
澤
浩
全
、
稲
森
末
太
郎

《
⑤
行
政
連
絡
員
関
係
》

山
本
繁
藏
、
馬
場
茂

《
⑥
消
防
防
災
関
係
》

川
畑
勝
美
、山
本
篤
、中
村
義
明
、

田
澤
信
夫
、
滝
本
幸
男
、
尾
友

勇
一
、
上
村
吉
男
、
岩
渕
智
幸
、

髙
松
秀
宣
、上
村
昭
一
、中
野
亮
、

山
口
則
雄
、
大
崎
善
實
、
篠
山

進
、
西
野
誠
、
藤
川
武
志
、
千

葉
松
雄
、岩
本
幸
広
、野
田
克
夫
、

七
戸
定
一
、
細
川
則
男
、
高
倉

正
勝
、
山
下
昭
一
、
小
笠
原
市

太
郎
、
上
柿
克
行
、
栗
谷
川
栄
、

大
崎
善
孝
、
大
﨑
優
一
、
大
崎

茂《
⑦
統
計
調
査
員
関
係
》

上
村
德
一
郎
、
銚
子
重
一
、
柾

切
澤
弘
明
、
坂
下
勇
治
、
小
井

田
清
治
、
小
笠
原
耕
悦
、
田
村

善
一
、
渡
保
男
、
古
舘
清
、
小

井
田
重
雄
、
千
葉
一
孝
、
坂
本

幸
雄
、
岩
澤
ヒ
ロ
、
林
文
雄
、

室
澤
福
則
、
髙
﨑
信
、
七
戸
紀

美
代
、栗
谷
川
マ
サ
、谷
地
竹
文
、

松
本
貴
美
子
、
上
柿
政
蔵
、
澤

義
一
、
上
柿
ト
シ
、
野
里
典
美
、

髙
倉
ミ
ヤ
子
、
柾
本
啓
子
、
髙

岡
成
雄
、松
本
功
、中
野
ヨ
シ
エ
、

上
屋
敷
一
枝
、
田
澤
信
夫

《
⑧
保
健
衛
生
関
係
》

岩
澤
ヒ
ロ
、
三
春
礼
子
、
伊
保

内
利
一
、
福
盛
田
修

《
⑨
産
業
関
係
》

大
崎
晃
男

《
⑩
交
通
安
全
関
係
》

髙
﨑
信
、
安
藤
サ
チ
子
、
山
下

初
雄
、
風
張
孝
一
、
白
梅
義
則

《
⑪
納
税
関
係
》

篠
山
信
一
、
下
村
二
三
男
、
岩

渕
俊
作
、
坂
下
勇
治
、
上
柿
榮
、

漆
原
政
吉
、
上
山
福
治

《
⑫
財
産
区
関
係
》

工
藤
裕
一
、
松
澤
則
雄
、
丸
木

市
藏

　
村
勢
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
１
０
７
名
に
、
式
典
で
表
彰
状
お

よ
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

村
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
九
戸

村
を
担
っ
て
い
く
児
童
生
徒
の

「
ふ
る
さ
と
九
戸
」
へ
の
郷
土

愛
の
醸
成
と
今
後
の
村
政
運
営

へ
の
参
考
と
す
る
た
め
、
村
合

併
60
周
年
を
記
念
し
て
村
内
小

中
高
校
生
を
対
象
に
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
総

計
74
点
の
応
募
の
中
か
ら
入
選

者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
小
学
校
低
学
年
の
部

▽
最
優
秀
賞

七
戸
祐
太
（
江
刺
家
小
３
年
）

▽
優
秀
賞

橋
本
春
樹
（
伊
保
内
小
１
年
）

櫻
庭
里り

緋ひ

（
江
刺
家
小
１
年
）

▽
佳
作

柳
平
遥は
る

妃ひ

（
長
興
寺
小
１
年
）

橋
本
倖こ
う

生せ
い
（
戸
田
小
２
年
）

和
田
心み

花は
な
（
山
根
小
３
年
）

岩
部
茂
さ
ん
が
特
別
功
労
者
を
受
賞

村
勢
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

最
優
秀
賞
の
受
賞
者
が
発
表

■
小
学
校
高
学
年
の
部

▽
最
優
秀
賞

小
沼
玖た
ま

慧え

（
山
根
小
５
年
）

▽
優
秀
賞

岩
渕
愛あ
い

海み

（
戸
田
小
４
年
）

山
下
須
瑞
（
伊
保
内
小
５
年
）

▽
佳
作

柴
田
結
衣
（
長
興
寺
小
４
年
）

森
越
仁
（
江
刺
家
小

４
年
）

田
澤
愛
里
菜
（
山
根

小
６
年
）

■
中
学
校
の
部

▽
最
優
秀
賞

大
崎
莉
奈
（
３
年
）

▽
優
秀
賞

山
下
さ
く
ら
（
１
年
）

小
沼
侃つ
よ

士し

（
２
年
）

▽
佳
作

森
美
沙
希
（
２
年
）

本
堂
未
来
（
２
年
）

大
下
美
輝
（
３
年
）

早
坂
紅く

れ

葉は

（
３
年
）

作文コンクール■
高
校
の
部

▽
最
優
秀
賞

篠
山
夢
（
２
年
）

▽
優
秀
賞

川
原
詩
歩
（
１
年
）

桂
川
さ
え
（
２
年
）

▽
佳
作

宮
澤
達
也
（
１
年
）

本
堂
晴
夏
（
２
年
）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
職

責
を
果
た
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

心
が
通
い
合
う
生
活
を

　
昨
秋
、
合
併
60
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

60
年
の
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
先
人
の
ご
功

績
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る
発
展

を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
60
周
年
記
念
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
を
通
し
て
発
表
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
た
ち
の
村
に
対
す
る
思

い
・
村
の
未
来
に
期
待
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
は
、
多
く
の
方
々
か
ら

共
感
と
称
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
年
は
、
新
九
戸
村
総
合
発
展

計
画
の
後
期
５
カ
年
計
画
の
初
年

度
に
当
た
り
ま
す
。
昨
夏
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
年
末
に
村

九戸村長
五枚橋　久夫

政
懇
談
会
を
開
催
し
、
村
政
へ
の

ご
意
見
や
ご
要
望
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
今
後
、
住
民
検
討
委
員
会
や

庁
内
で
進
め
て
い
る
前
期
計
画
の

検
証
を
踏
ま
え
て
、
施
策
な
ど
を

絞
り
込
み
、
後
期
計
画
案
を
作
成

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
基
本
は
、
豊
か
な
自
然
の

恵
み
を
利
用
し
な
が
ら
、
風
土
に

育
ま
れ
た
人
情
や
伝
統
行
事
な
ど

固
有
の
財
産
を
生
か
し
た
、
心
が

通
い
合
う
生
活
の
継
承
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
と
地

場
企
業
へ
の
支
援
、
そ
れ
ら
を
支

え
る
人
材
育
成
に
努
め
る
ほ
か
、

明
る
い
話
題
を
提
供
し
て
い
る
Ｆ

Ｍ
放
送
や
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
る
道
の
駅
お
り
つ
め
オ
ド
デ
館

を
活
用
し
て
、
情
報
発
信
や
交
流

活
動
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

60
周
年
記
念
式
典

さ
ら
な
る
発
展
誓
う

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た

各
地
区
の
行
事
・
活
動
に
対
す
る

支
援
を
通
し
て
、
地
域
の
協
働
や

交
流
の
深
化
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、

九
戸
版
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々
が
一
人
一

人
の
持
て
る
力
を
発
揮
し
、
輝
き

合
う
村
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
指
導
・
ご
鞭べ
ん

撻た
つ

を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
年
は
希
望
郷
い
わ
て
国

体
の
年
で
も
あ
り
、
当
村
は
わ
ず

か
一
日
の
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が
、

村
民
の
幅
広
い
取
り
組
み
に
よ
り
、

大
会
参
加
の
皆
さ
ま
を
温
か
く
お

迎
え
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
あ
の
震
災
に
寄
せ
ら
れ
た
支

援
に
感
謝
の
思
い
を
お
伝
え
す
る

こ
と
と
、
被
災
か
ら
粘
り
強
く
起

ち
上
が
る
姿
を
見
て
い
た
だ
き
、

交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
村
民
の

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

発
展
計
画
後
期
初
年
度

心
が
通
う
生
活
の
継
承

地
域
の
協
働
や

交
流
の
深
化
を
推
進

い
わ
て
国
体
開
催

温
か
い
お
も
て
な
し

平成28年　謹賀新年
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九戸村議会議長
上 村　 昇

九戸村教育委員会教育長
漆 原 一 三

　
　
　
　
　

希
望
に
満
ち
た
新
春

　
　
　

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

　
　
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

昨
年
の
11
月
、
県
民
会
館
で

行
わ
れ
た
岩
手
県
中
学
校
文
化
祭

に
お
い
て
、
九
戸
中
学
校
３
年
生

が
江
刺
家
神
楽
を
舞
い
ま
し
た
。

全
て
を
静
寂
に
包
み
こ
み
独
特
の

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
し
た
。
神

楽
を
舞
っ
た
大
下
美
輝
さ
ん
（
３

年
）
が
、「
神
楽
に
は
特
別
な
力
が

あ
り
ま
す
」
と
力
強
く
答
え
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
特

別
な
力
と
は
、「
地
域
丸
ご
と
学
校
」

か
ら
学
ぶ
力
で
す
。

　

昨
年
は
、
い
じ
め
に
よ
り
尊
い

命
が
失
わ
れ
る
悲
し
い
事
件
が
県

内
で
発
生
し
て
し
ま
い
、
悲
し
さ

を
超
え
憤
り
さ
え
覚
え
ま
し
た
。

神
楽
を
舞
う
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、

決
し
て
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
気

持
ち
を
抱
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
地
域
の
伝
統
芸
能
か
ら
九

戸
村
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
や
先

人
の
生
き
る
知
恵
を
学
び
、
心
も

体
も
健
や
か
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
丸
ご
と
学
校
の
九
戸
村
は
、

豊
か
な
自
然
、
歴
史
・
文
化
・
伝
統
、

活
力
と
笑
顔
溢
れ
る
郷
に

地
域
丸
ご
と
学
校
を
大
切
に

効
果
は
非
常
に
限
定
的
で
、
地
方

経
済
は
依
然
と
し
て
低
迷
を
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
本
村
で
は
、

農
林
業
・
商
工
業
の
振
興
、
生
活

基
盤
の
整
備
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

さ
ら
に
は
若
年
層
の
流
出
抑
制
と

定
住
人
口
の
確
保
な
ど
、
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
行
政
当

局
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ

れ
ら
の
村
政
課
題
の
解
決
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
村

民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
た

め
、
議
会
の
果
す
役
割
と
責
任
を

強
く
認
識
し
、
直
面
す
る
課
題
に

向
か
い
、「
小
さ
く
て
も
活
力
と
笑

顔
溢
れ
る
幸
せ
の
郷
」
九
戸
村
の

実
現
に
向
け
て
、議
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。

結
び
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
希
望
に

満
ち
た
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
筋
で

合
意
さ
れ
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
で

迎
え
る
新
年
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
に
よ
る
経
済
対
策
の

そ
し
て
地
域
住
民
全
て
が
教
育
財

産
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
や
村
民
の
生
涯
学
習
の
糧
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
急
激
に
教
育
改
革
が
進
み
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
丸
ご
と
学
校

の
考
え
を
大
切
に
し
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
充

実
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

九
戸
村
合
併
60
周
年
記
念
式
典

で
、
小
学
生
が
力
強
く
唱
和
し
た

村
民
憲
章
の
精
神
が
、
村
民
皆
さ

ま
の
輝
く
一
年
に
つ
な
が
る
こ
と

を
願
い
、
年
頭
に
当
た
っ
て
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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ご
存
知
で
す
か
？

　
バ
ス
の
助
成
制
度

　
九
戸
村
の
住
民
で
あ
っ
て
、
岩
手
県
北
自
動
車
株
式
会
社

（
以
下
「
県
北
バ
ス
」。）
伊
保
内
支
所
で
発
行
し
て
い
る
回

数
券
を
購
入
し
た
者（
未
成
年
者
の
場
合
は
、そ
の
保
護
者
）。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
県
北
バ
ス
伊
保
内

支
所
で
回
数
券
を
購
入
し
た
こ
と
を
証
明
を
し
て
も
ら
い
、

回
数
券
原
本
を
持
っ
て
役
場
３
階
総
務
企
画
課
地
域
振
興
班

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
県
北
バ
ス
伊
保
内
支
所
と
役
場
地
域
振
興
班

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

県
北
バ
ス
が
運
行
す
る
次
の
５
つ
の
バ
ス
路
線
。

①
九
戸
村
循
環
バ
ス
で
な
い
村
内
路
線　
②
二
戸
線　

③
一
戸
線　
④
葛
巻
線　
⑤
軽
米
線

⑴
村
内
の
乗
り
降
り
に
だ
け
使
用
で
き
る
回
数
券
は
購
入
額        

　
の
５
割
以
内

⑵
乗
り
降
り
の
片
方
が
村
内
の
と
き
に
使
用
で
き
る
回
数
券

　
は
購
入
額
の
２
割
以
内

・
回
数
券
の
原
本
（
受
付
印
を
押
印
後
、
お
返
し
し
ま
す
）

※
村
が
確
認
印
を
押
す
箇
所
が
無
い
も
の
、
破
損
・
汚
損
し

て
い
る
場
合
は
助
成
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

※
村
が
助
成
申
請
の
確
認
印
を
押
し
た
回
数
券
や
１
回
で
も

使
用
し
た
回
数
券
は
、
払
い
戻
し
が
で
き
ま
せ
ん
。

対象者申請方法対象路線
（限定）

助成割合
（※ １）添付書類

⑴
伊
保
内
高
等
学
校
に
通
学
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者

⑵
九
戸
村
の
住
民
で
あ
っ
て
高
等
学
校
に
通
学
し
て
い

　
る
生
徒
の
保
護
者

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
、
必
要
書
類

を
添
付
し
、
役
場
３
階
総
務
企
画
課
地
域
振
興
班
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
県
北
バ
ス
伊
保
内
支
所
・
一
戸
営
業
所

と
役
場
の
地
域
振
興
班
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

県
北
バ
ス
が
運
行
す
る
次
の
バ
ス
路
線
を
使
用
し
、
居

住
地
か
ら
高
等
学
校
ま
で
最
も
合
理
的
で
経
済
的
な
経

路
で
通
学
し
て
い
る
こ
と
。

⑴
伊
保
内
高
等
学
校
に
通
学

　
二
戸
線
、
一
戸
線
、
葛
巻
線

⑵
上
記
以
外
の
高
等
学
校
に
通
学

　
二
戸
線
、
一
戸
線
、
葛
巻
線
、
軽
米
線

⑴
伊
保
内
高
等
学
校
へ
の
通
学

　
定
期
券
購
入
額
の
５
割
以
内

⑵
上
記
以
外
の
高
等
学
校
に
通
学

　
定
期
券
購
入
額
の
２
割
以
内

①
在
学
証
明
書　
（ 
年
度
初
回
申
請
時
の
み 

）

②
定
期
券
の
写
し

平
成
27
年
９
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
定
期
券
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

注
意
事
項

■
高
速
バ
ス
と
九
戸
村
循
環
バ
ス
は
、

こ
の
助
成
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
「
江
刺
家
１
便
」
と
「
葛
巻
線
の

う
ち
瀬
月
内
を
始
発
と
す
る
便
」
は
、

通
学
者
の
定
期
券
の
助
成
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
回
数
券
の
購
入
費
助

成
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
助
成
は
、
九
戸
商
業
協
同
組
合
共

通
商
品
券
の
交
付
を
も
っ
て
行
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
助
成
額
は
５
０
０

円
単
位
と
し
ま
す
。
助
成
金
の
算
定

の
と
き
に
、
５
０
０
円
未
満
は
０
円

と
し
５
０
０
円
以
上
１
，
０
０
０
円

未
満
は
５
０
０
円
と
す
る
端
数
整
理

を
行
い
ま
す
。

■
申
請
は
、
毎
月
20
日
（
20
日
が
休

日
の
と
き
は
そ
の
前
日
）
を
締
め
日

と
し
て
助
成
の
可
否
を
審
査
し
ま
す
。

20
日
以
降
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
そ

の
翌
月
に
助
成
の
可
否
を
審
査
し
ま

す
。

■
ほ
か
の
制
度
で
同
程
度
の
助
成
を

受
け
て
い
る
と
き
は
、
助
成
対
象
外

で
す
。

■
不
正
な
方
法
で
助
成
を
受
け
た
と

き
は
、
助
成
金
を
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
企
画
課
地
域
振
興
班
（
☎
42
‐

２
１
１
１
内
線
１
７
１・１
７
２
）

対象者申請方法通学方法（路線限定）助成割合添付
書類

その
他

《
回
数
券
の
購
入
費
助
成
》

《
通
学
者
の
定
期
券
の
購
入
費
助
成
》

※
１　
「
乗
り
降
り
の
片
方
が
村
内
の
と
き
に
使
用
で
き
る
回
数
券
」は
、

　
　
村
内
の
み
の
乗
り
降
り
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

　
村
で
は
、
７
月
の
循
環
バ
ス
の
利
用
料
金

を
１
回
一
律
現
金
払
い
１
０
０
円
化
に
続

き
、
９
月
か
ら
乗
合
バ
ス
の
利
用
促
進
と
バ

ス
利
用
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
次
の
助
成
制
度
も
始
め
て
い
ま
す
。
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■
受
付
期
間

　
1
月
18
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

■
受
付
場
所
　

　
保
育
園
…
役
場
住
民
生
活
課

　
幼
稚
園
…
村
教
育
委
員
会
・
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園

　
平
成
28
年
度
の
村
内
保
育
園
と
幼
稚
園
の
入
園
申
し
込

み
の
受
け
付
け
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
入
園

を
希
望
す
る
人
は
、
関
係
書
類
を
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
入
園
で
き
る
児
童

⃝

保
育
園

保
育
園
に
入
園
で
き
る
の
は
、

児
童
の
家
庭
の
方
が
、

①
会
社
勤
め
な
ど
家
の
外
で
働

い
て
い
る

②
家
庭
で
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る

③
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後
間

も
な
い

④
病
気
や
け
が
、
ま
た
は
精
神

や
体
に
障
が
い
が
あ
る

⑤
病
人
や
心
身
障
が
い
者
な
ど

の
世
話
を
し
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
で
の
保

育
が
十
分
で
き
な
い
場
合
と
な

り
ま
す
。

⃝

幼
稚
園

満
３
歳
以
上
の
幼
児

▽
入
園
の
申
し
込
み

あ
ら
か
じ
め
、
各
幼
保
施
設
か

住
民
生
活
課
な
ど
で
申
し
込
み

用
紙
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
役
場
住
民
生
活

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
っ
て
く
る
物

①
保
護
者
の
印
鑑

②
就
労
証
明
書
（
受
付
場
所
に

て
申
し
込
み
書
類
に
含
ま
れ
ま

す
）

▽
調
べ
て
お
く
こ
と

①
耕
地
な
ど
財
産
の
状
況

②
同
居
し
て
い
る
家
族
全
員
の

氏
名
、
生
年
月
日

▽
保
育
料
に
つ
い
て

前
期
分
（
４
月
～
８
月
）
は
平

成
26
年
分
の
村
民
税
の
額
、
後

期
分
（
９
月
～
３
月
）
は
平
成

27
年
分
の
村
民
税
の
額
を
基
に

算
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
子
ど
も
３
人
以
上
の
世
帯
に

あ
っ
て
は
、
村
内
幼
保
施
設
に

入
園
す
る
児
童
の
保
育
料
は
無

料
と
な
り
ま
す
。

▽
入
園
の
決
定

申
込
書
類
を
審
査
し
、
後
日
入

園
決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
時
に
入
園
希

望
の
保
育
園
な
ど
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
各
施
設
の

定
数
な
ど
に
よ
っ
て
希
望
に
添

い
か
ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

▽
保
育
園
…
住
民
生
活
課
地
域

福
祉
班
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内

線
２
０
２
）　

▽
幼
稚
園
…
村
教
育
委
員
会
教

育
総
務
班
（
☎
42
‐
２
１
１
１

内
線
３
３
３
）

対象者申請方法通学方法（路線限定）助成割合添付
書類

その
他

保
育
園
・
幼
稚
園

　
　
　
の
園
児
を
募
集

園児を募集する施設
施設名 電話番号 対象年齢 定員 通常保育時間 開所時間

伊保内保育園 42-2208 生後６カ月以上 80 人   8:00～16:00
※延長保育

18:15～19:15
7:15～19:15

戸　田保育園 43-2315 満１歳以上 45 人

（幼保一体型）
ひめほたる

こども園
41-1300

保育園 満２歳以上

60 人
幼稚園 満３歳以上

  8:00～15:00
※預かり保育
15:00～18:00

昨年の年長児親子運動会
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任
期
満
了
に
伴
い
行
わ
れ
た
戸
田
、
伊
保

内
、
江
刺
家
の
財
産
区
管
理
会
財
産
区
管
理

委
員
選
挙
の
当
選
者
が
決
定
し
、
11 

月
24
日

に
当
選
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27

財
産
区
管
理
委
員
が
決
定

戸
田
財
産
区

年
12
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
、
財
産
区
管
理
会
財
産
区
管
理
委
員
を
務
め

る
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
届
出
順
。

年
齢
は
12 

月
１
日
現
在
）

伊
保
内
財
産
区

江
刺
家
財
産
区

村体育協会スポーツ賞
　平成27年度の村体育協会スポーツ賞の
表彰式が村民体育大会綱引き競技の会場で
行われ、３名が受賞しました。受賞者の皆
さんを紹介します。（敬称略）

❖
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞

▽
河
村
泰
輔
（
阿
部
繁
孝
商
店
）

⃝

平
成
27
年
10
月
２
日

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会

２
０
１
５
紀
の
国
わ
か
や
ま
国

体
軟
式
野
球
競
技
会
に
岩
手
県

選
抜
の
一
員
と
し
て
出
場

▽
風
張
鼓
太
郎
（
水
沢
第
一
高

３
年
）

⃝

平
成
27
年
７
月
31
日

　

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
、
男
子
砲
丸
投

げ
・
第
３
位

⃝

平
成
27
年
10
月
17
日

　

第
31
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
、
男
子
砲
丸

投
げ
・
第
６
位

⃝

平
成
27
年
６
月
14
日

　

第
70
回
東
北
高
等
学
校
陸
上

競
技
大
会
兼
秩
父
宮
杯
第
68
回

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
抗

選
手
権
大
会
東
北
地
区
予
選
会
、

男
子
砲
丸
投
げ
・
第
１
位

❖
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▽
西
野
実
夢
（
戸
田
小
２
年
）

⃝

平
成
27
年
９
月
23
日

　

第
30
回
ベ
ル
カ
ッ
プ
・
Ｓ
＆

Ｂ
杯
ち
び
っ
こ
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
、
２
年
女
子
の
部
・
第
３

位

風
張
鼓
太
郎
君
に
優
秀
選
手
賞

西
野
実
夢
さ
ん
に
奨
励
賞

氏　名 行政区 年齢 写　真 役 職
岩渕　智幸 妻 の 神 58 後列右２ 委　員
馬場　俊満 戸田舘の下 52 後列右１ 委　員
戸井口勝見 戸 田 上 62 後列左１ 委　員
木戸場　誠 平 内 66 前列中 会　長
桂川久二夫 瀬 月 内 63 前列左 委　員
田村　　誠 宇 堂 口 61 後列左２ 委　員
小笠原耕悦 泥 の 木 63 前列右 副会長

氏　名 行 政 区 年齢 写　真 役 職
室澤　福則 鹿 島 58 前列右 委　員
中野　政一 川 向 57 前列左 委　員
柾本　和夫 伊保内下 67 後列右２ 副会長
長者森勝弘 南 田 53 後列左１ 委　員
久保　広栄 二 ツ 家 73 後列左２ 委　員
工藤　裕一 伊保内下 64 前列中 会　長
藤枝　義博 南 田 66 後列右１ 委　員

氏　名 行政区 年齢 写　真 役 職
細山　武志 柿 の 木 71 前列中 委　員
大向　信吉 細 屋 66 前列右 副会長
松本　一男 江刺家下 70 前列左 委　員
上山　昭一 山 屋 56 後列右２ 委　員
野辺地一吉 田 代 67 後列左２ 会　長
道地　　勇 道 地 52 後列左１ 委　員
上柿二三男 江刺家上 62 後列右１ 委　員
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ち
び
っ
子
綱
引
き
大
会
が
11

月
８
日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
村
内
５
つ
の

小
学
校
か
ら
11
チ
ー
ム
が
参
加
。

２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

総
当
た
り
戦
で
争
っ
た
後
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
て
優
勝
を

争
い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ょ
う
と
懸
命
に
綱
を
握
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
控
え
の
選

手
は
選
手
た
ち
の
力
に
な
ろ
う

と
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
競
技
の
結
果
、
上
位
成

績
は
次
の
通
り
で
す
。

ち
び
っ
子
綱
引
き
大
会

①
江
刺
家
エ
エ
チ
ー
ム
②
山
小

イ
ー
グ
ル
ス
③
戸
田
15
③
戸
田

Ｘ

　

村
民
体
育
大
会
綱
引

き
競
技
が
11
月
22
日
、

村
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
村
内
６

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
８

つ
の
競
技
の
総
合
得
点

で
順
位
を
競
う
本
大
会

の
最
終
種
目
、
綱
引
き

競
技
。
選
手
た
ち
は
最

後
に
有
終
の
美
を
飾
ろ

う
と
自
分
の
体
に
ム
チ

を
打
ち
競
技
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

　

競
技
は
男
女
別
の
総

当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
の

後
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

て
順
位
を
競
い
ま
し

た
。

　

競
技
の
結
果
、
伊
保
内
１
区

が
男
女
と
も
他
を
圧
倒
す
る
強

さ
を
見
せ
つ
け
、
優
勝
の
栄
冠

を
獲
得
。
伊
保
内
１
区
は
男
子

が
６
連
覇
、
女
子
が
11
連
覇
を

達
成
す
る
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

伊保内１区がアベック優勝

　

村
民
体
育
大
会
の
総

合
成
績
が
決
ま
り
、
本

年
度
は
戸
田
２
区
が
総

合
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
村
内
６
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
８

種
目
の
合
計
得
点
に

よ
っ
て
順
位
が
競
わ
れ

た
村
民
体
育
大
会
。
本

年
度
は
計
46
チ
ー
ム
、

５
１
０
名
が
参
加
。

　

７
月
12
日
の
５
種
目

を
皮
切
り
に
、
戸
田
２

種　
　
　
目

１　
　

位

２　
　

位

３　
　

位

４　
　

位

５　
　

位

６　
　

位

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

長
興
寺

江
刺
家

伊
保
内
１

戸
田
２

ー

ー

野　
　

球

戸
田
２

戸
田
１

伊
保
内
１
、
伊
保
内
２

長
興
寺
、
江
刺
家

バ
レ
ー（
男
子
）

戸
田
２

長
興
寺

伊
保
内
２

伊
保
内
１

江
刺
家

戸
田
１

バ
レ
ー（
女
子
）

江
刺
家

戸
田
２

伊
保
内
１

伊
保
内
２

戸
田
１

長
興
寺

卓　

球

伊
保
内
２

戸
田
２

伊
保
内
１

江
刺
家

戸
田
１

長
興
寺

駅

伝

江
刺
家

伊
保
内
２

戸
田
２

伊
保
内
１

戸
田
１

長
興
寺

綱
引（
男
子
）
伊
保
内
１

江
刺
家

戸
田
２

戸
田
１

伊
保
内
２

長
興
寺

綱
引（
女
子
）
伊
保
内
１

伊
保
内
２

戸
田
２

戸
田
１

長
興
寺

江
刺
家

総

合

（
得　

点
）
戸
田
２

（
37
・
０
点
）
伊
保
内
１

（
33
・
５
点
）
江
刺
家

（
29
・
５
点
）
伊
保
内
２

（
28
・
５
点
）
長
興
寺

（
18
・
５
点
）
戸
田
１

（
18
・
０
点
）

優
勝
し
た
江
刺
家
エ
エ
チ
ー
ム

他を圧倒し６連覇を達成した伊保内１区男子 驚異の 11連覇を成し遂げた伊保内１区女子

総
合
優
勝
を
果
た
し
た
戸
田
２
区

  戸田２区が総合優勝区
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ト
ッ

プ
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
に
栄
冠

を
奪
還
し
ま
し
た
。
全
種
目
の

競
技
結
果
は
左
下
の
表
の
通
り

で
す
。
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

を披露した九戸中学校３年生23名

伝統の雄姿を披露した、瀬月内神楽
保存会

軽やかな神楽演舞をした、九戸神
楽保存会

中級リーグの形と組手の両部門で優勝した野辺地心君（左）

村長杯空手道選手権大会
心技体を競い合う
　村長杯空手道選手権大会が11月29日、村体育センター
で開かれました。村内から９名含む62名が参加。形の部と
組手の部の中で計10部門において、能力別に分かれたトー
ナメントで優勝を争いました。技術だけでなく心・技・体と
総合的な能力が評価される空手競技。礼を重んじる精神を尊
び、幼児から中学生までが真剣な表情で競技に臨んでいまし
た。競技の結果、村内出身者の上位成績は次の通りです。（敬
称略）■形の部・中級リーグ　①野辺地心　■組手の部・初級
リーグ　②和田心

み

花
はな

　■組手の部・中級リーグ　①野辺地心

九戸の山伏神楽祭典
継承された技と魂  ここにあり
　九戸の山伏神楽祭典が12月６日、HOZホールで行わ
れました。今年は村内５団体を含む９団体が参加。九戸
中学校３年生23名は江刺家神楽を演舞。１年前から練
習してきた注

し

連
め

切り舞や三宝荒神などを力強く演じてく
れました。村内からは他に瀬月内神楽保存会や伊保内高
等学校郷土芸能委員会、江刺家神楽保存会、九戸神楽保
存会が出演。今まで伝えられてきた伝承芸能の技と魂を
見せてくれました。受け継がれてきた勇姿が披露される
と、集まった観衆からは大きな拍手が送られていました。

二戸税務署長から賞状贈呈
下斗米光昭さんに納税表彰
　下斗米光昭さん（南田）が11月13日、二戸パークホテル
で納税表彰を受賞しました。下斗米さんは公益社団法人二戸
法人会の理事や監事を歴任。納税思想の普及や電子申告シス
テムｅ―Ｔａｘの普及拡大に積極的に取り組んだことがたた
えられ二戸税務署長表彰を受賞しました。下斗米さんは組織
の拡大・強化に努め、国税の申告と納税および租税教育など
に取り組んでいます。この賞は二戸管内において納税思想の
高揚に取り組んでいる人、２名以内が毎年表彰されています。

納税表彰を受賞する下斗米光昭さん（右）



11 広報くのへ◦2016（Ｈ28）1月

若々しく大きく躍動する江刺家神楽

勇躍した舞を披露してくれた、伊保
内高等学校郷土芸能委員会

県知事表彰を受賞した小笠原仁三郎さん（左）

交通功労者・優良運転者に選出
小笠原仁三郎さん知事表彰
　11月４日に盛岡グランドホテルで
行われた、平成27年度正しい交通ルー
ルを守る運動県民大会において、小笠
原仁三郎さん（川向）が交通安全功労
者・優良運転者として岩手県知事表彰
を受賞しました。

　小笠原さんは昭和52年に大型２種

免許を取得し、民間バス会社におい
て、毎日大型バスの運転に携わってき
ました。そこでは、乗客の安全に配慮
した運転を行い、会社を退職後も村の
スクールバスの運転手として安全な運
転を心掛け、無事故・無違反を継続し、
他の運転手の模範となっていることが
たたえられ受賞となりました。

音楽に合わせた健康体操で体をほぐしました

村健康福祉大会
健康で楽しい生活を目指して
　村健康福祉大会が11月15日、ＨＯＺホールで行われ
ました。参加者一人一人が幸せな暮らしを営めるように、
健康に対して自覚と認識を深め、日頃から健康に努めよう
と意識を高めました。特別講演では県社会福祉協議会地域
福祉企画部の右京昌

あつ

久
ひさ

部長が「住民がつくる地域社会」に
ついて講演。右京先生は「目標を持って計画を立てること、
地域同士で支え合える体制をつくることによって、楽しい
生活ができるのではないか」と説明していました。

　この日は、虫歯のない子どもたちや健康福祉に貢献され
た人への表彰も行われました。表彰された人は次の通りで
す。（敬称略）
■虫歯のない保育園および幼稚園の年長児・小学６年生
▷戸田保育園…中澤萌

めい

那
な

、山本柚花
▷伊保内保育園…山本琴音、戸田乙葉、尾友東

はる

樹
き

、佐藤な
つ美、小笠原愁

しゅう

、屋形場舜
しゅん

、小笠原心花
▷ひめほたるこども園…小野寺汐

し

音
おん

、細川展
のぶ

孝
たか

、小笠原
煌
き

々
らら

、小笠原麗
う

々
らら

、林その美、野辺地弘
ひろ

▷ちゃいるどすくーる…銚子瑠
る

華
か

▷戸田小…橋山智哉、山本瑠輝、日向大地、皆川友佳
▷山根小…田澤愛

え

里
り

菜
な

▷伊保内小…古舘史
しきょう

喬、古舘智也、佐藤壮一郎、中道要介、
松澤希龍、落安佑樹、川原歩士、澤口悠

ゆう

聖
せい

、皆川碧
あお

偉
い

、小
笠原鈴、山下結

ゆ め

愛、中村ふみ、滝祥
さち

佳
か

、三春杏
あ

梨
り

音
ね

▷長興寺小…髙﨑健太郎、坂本珠
しゅ

莉
り

▷江刺家小…七戸悠人、野辺地心、南慧
けい

太
た

、細川乃愛
■献血協力者　安ケ平敦男
■永年勤続保健推進員　橋山和子、松澤トミ
■福祉事業功労者
▷会長表彰…九戸中学校第３学年
▷感謝状…村地域婦人団体協議会、村舞踊研究会



12

　

い
わ
て
純
情
り
ん
ご

杯
・
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
育
成
大
会
は
12

月
５
日
と
６
日
、
奥
州

市
総
合
体
育
館
な
ど
で

行
わ
れ
、
江
刺
家
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
女
子

２
部
で
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
本
村
か
ら

３
チ
ー
ム
を
含
む
、
県

内
男
女
94
チ
ー
ム
が

江刺家Jr.が県２部優勝

女子２部で優勝した江刺家ジュニアクラブ

家
族
な
ど
か
ら
白
寿
を
祝
福
さ
れ
る

欠
端
フ
ジ
さ
ん
（
中
）

松
浦
ア
キ
さ
ん
99
歳
祝
福

参
加
。
予
選
リ
ー
グ
で
争
わ
れ

た
後
、
勝
敗
ご
と
に
分
か
れ
た

３
つ
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

よ
っ
て
、
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

女
子
の
部
、
予
選
２
位
で
２
部

交
流
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し

た
江
刺
家
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

全
勝
で
勝
ち
進
み
２
部
で
見
事
、

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
ダ
ス
キ
ン
二
戸
で
11
月
13
日
、

ナ
イ
ン
ズ
球
場
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
平
成
28
年
10
月

２
日
に
い
わ
て
国
体
軟
式
野
球

競
技
会
場
と
な
っ
て
い
る
ナ
イ

ン
ズ
球
場
に
お
い
て
、
ダ
ス
キ

ン
二
戸
の
関
係
者
12
名
が
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
ナ
イ
ン
ズ
球
場

を
訪
れ
た
お
客
様
が
少
し
で
も

気
持
ち
よ
く
国
体
に
参
加
、
応

援
し
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ダ
ス
キ
ン
が
球
場
で
清
掃
活
動

◉２月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集！！希望
する人は１月13日（水）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎42-2111内線168）までお持ちください。

１歳のお誕生日おめでとう☆

き
れ
い
な
球
場
で
も
て
な
そ
う
と
清
掃

活
動
す
る
ダ
ス
キ
ン
二
戸
の
関
係
者

　

欠
端
フ
ジ
さ
ん
（
妻
の
神
）

が
11
月
21
日
に
99
歳
を
迎
え
、

五
枚
橋
久
夫
村
長
が
自
宅
を
訪

問
し
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
五

枚
橋
村
長
が
花
束
と
長
寿
祝
い

金
を
手
渡
し
祝
福
。
今
夏
も
家

の
周
り
の
草
取
り
を
し
、
近
く

の
花
壇
に
花
を
植
え
、
道
路
を

華
や
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

じ
っ
と
し
て
家
に
い
る
が
好
き

で
は
な
い
欠
端
さ
ん
は
、
今
で

も
編
み
物
を
し
、
着
る
も
の
も

自
分
で
編
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

欠
端
フ
ジ
さ
ん
99
歳
祝
う

　
松
浦
ア
キ
さ
ん（
戸
田
下
）は

11
月
22
日
、
99
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
、
五
枚
橋
久
夫
村
長
が
自

宅
を
訪
問
し
、
花
束
と
長
寿
祝

い
金
を
手
渡
し
祝
福
し
ま
し
た
。

　

夫
の
故
繁
蔵
さ
ん
は
１
０
２

歳
ま
で
長
生
き
し
、
夫
婦
と
も

99
歳
を
迎
え
た
の
は
村
内
初
と

な
る
快
挙
。
松
浦
さ
ん
は
政
治

家
で
あ
っ
た
夫
を
支
え
る
た
め

に
商
店
や
養
豚
業
な
ど
家
事
以

外
で
も
働
き
、
一
家
を
支
え
た

そ
う
で
す
。

99
歳
を
祝
福
さ
れ
る
松
浦
ア
キ
さ
ん（
中
）
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冬
ざ
れ
や
首
塚
訪と
ぶ

ろ
う
人
も
な
く

柿
す
だ
れ
姥う

ば

の
気
力
の
今
も
尚

干
柿
を
柔
か
に
干
す
妻
の
技

街
路
樹
も
力
尽
き
た
る
枯
れ
楓

か
え
で

薪
切
り
も
ま
ま
に
は
な
ら
ぬ
八や

十そ

路じ

か
な

高
島
ふ
み
女

冬
ざ
れ
や
来
し
人
生
行
路
振
り
返
る

点
眼
し
婆ば

あ

は
達
者
で
干
菜
編
む

高
校
生
村
の
祝
儀
に
神
楽
舞
う

唸う
な

り
つ
つ
伐
採
さ
れ
し
大
冬
木

幾
年
や
追
想
に
耽ふ

け
炬こ

燵た
つ

守
る

田
村　

畦
畔

山
家
な
る
裏
も
表
も
冬
ざ
る
る

窓
叩
き
軒
端
の
干
菜
風
に
揺
れ

菓
子
添
え
て
仏
間
に
葉
牡ぼ

丹た
ん

供
え
け
り

勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
神
楽
舞

菅
野　

岑
子

退
院
の
間
近
き
庭
に
小
鳥
来
る

小
鳥
来
る
こ
と
も
う
れ
し
き
一
事
か
な

回
覧
板
渡
す
野
菊
の
垣
根
越
し

風
捉
え
て
は
放
ち
て
は
紫し

苑お
ん

揺
る

冬
部　

雪
女

冬
ざ
れ
や
野
に
還
り
た
る
開
墾
地

干
菜
吊
り
ふ
る
里
言
葉
丸
出
し
に

牛
売
っ
て
ほ
く
ほ
く
顔
の
冬
日
和

落
葉
踏
む
音
に
も
齢

よ
わ
い
の
リ
ズ
ム
あ
り

頼
り
あ
ふ
家
族
の
暮
ら
し
冬
ぬ
く
し

櫻
庭　

義
也

老
い
て
こ
そ
あ
き
ず
に
食
す
干
菜
汁

舘
村　

青
村

蛇
行
す
る
二
級
河
川
や
冬
ざ
る
る

雑
然
と
し
て
薄
暗
き
冬
座
敷

銃
後
の
民
飢
え
し
戦
時
や
干
菜
汁

雑
炊
や
飢
え
た
戦
後
の
ラ
ラ
物
資

控
え
目
に
咲
い
て
孤
高
の
冬
薔そ

う

薇び

躓つ
ま

ず
い
た
り
よ
ろ
け
た
り
し
て
年
の
く
れ

【
十
一
月
席
題
詠
よ
り
】

蔓つ
る

物
で
が
ん
じ
が
ら
め
の
冬
木
立　
　
（
ふ
み
女
）

日
い
短
か
話
に
区
切
り
つ
か
ぬ
ま
ま

初
雪
や
昼
に
も
消
え
ず
日
蔭
畑　
　
　
（
畦　

畔
）

庭
に
置
く
鉢
植
え
囲
い
冬
に
入
る

葉
芽
花
芽
宿
し
て
木
の
葉
散
り
に
け
り（
青　

村
）

枯
蔓
の
か
ら
ま
り
合
う
て
捨
て
畑　

初
雪
の
幽
玄
な
り
し
古こ

刹さ
つ

か
な

野
球
が
大
好
き
で
、
現
在
は
一
戸
高
校
に

通
っ
て
い
る
平
糠
恭
介
君
。
今
春
か
ら
の

就
職
先
も
内
定
し
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
小
中
高
と
野
球
部

に
所
属
し
、
体
力
に
は
自
信
が
あ
る
。

◆
休
み
の
日
は
？　
腕
立
て
や
腹
筋
な
ど

の
筋
ト
レ
を
毎
日
欠
か
さ
ず
や
っ
て
い
る
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
今
春
か
ら
社
会

人
に
な
り
、
新
し
い
仲
間
と
情
報
交
換
が

増
え
る
の
が
楽
し
み
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
社
会
の
一
員
と
な
り
、

国
や
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
夏
は
家
庭

菜
園
で
野
菜
を
作
り
、
冬
は
編
み
物

や
裁
縫
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

動
い
て
い
る
こ
と
が
元
気
の
秘
け
つ
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？　

じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
あ
ま
り
好
き

で
は
な
く
、
編
み
物
な
ど
を
し
て
い

る
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　

自
分
で

作
っ
た
物
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
上

手
に
で
き
た
と
き
が
う
れ
し
い
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
近
所
の
仲

間
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
楽
し
い
。
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幼
稚
園
と
保
育
園
の
先
生
方
＝
11
月

29
日
・
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
会
で

わ
ん
こ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
後
で

平成28年10月２日（日）ナインズ球場で
軟式野球競技を開催

2016希望郷いわて国体

　

協
働
学
習
を
し
、
学
校
間
の

交
流
を
深
め
よ
う
と
す
る
、
ナ

イ
ン
ズ
プ
ラ
ン
が
11
月
20
日
、

伊
保
内
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
村
内
５
つ
の
小
学
校
か
ら

５
年
生
51
名
、
６
年
生
49
名
が

集
ま
り
協
働
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
外
国
語
の
学
習
を
行
っ
た

６
年
生
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

英
語
で
自
己
紹
介
や
自
分
の
行

き
た
い
国
を
紹
介
。
児
童
た
ち

は
楽
し
そ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

協
働
学
習
で
交
流
拡
大

村民総
参加

宣言

第１回村常任委員会
　

希
望
郷
い
わ

て
国
体
九
戸
村

実
行
委
員
会

（
会
長
・
五
枚

橋
久
夫
九
戸
村

長
）
の
第
１
回

常
任
委
員
会
は

12
月
８
日
、
九

戸
村
公
民
館
に
35
人
が
出
席
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
今
年
５

月
の
総
会
で
審
議
さ
れ
た
国
体

開
催
推
進
総
合
計
画
に
基
づ
い

た
広
報
や
村
民
協
働
計
画
な
ど

開
催
準
備
の
基
本
と
な
る
計
画

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
基
本
計
画
に
従
い
、
具
体

的
な
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

■
決
定
さ
れ
た
計
画

　

▽
広
報
▽
村
民
協
働(

村
民

運
動)

▽
観
光
・
接
伴
▽
競
技

運
営
▽
式
典
▽
施
設
整
備
▽
宿

泊
▽
医
事
・
衛
生
▽
輸
送
交
通

▽
警
備
・
消
防
防
災-

の
基
本

計
画
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
同

計
画
は
、村
公
民
館
２
階
の
「
国

体
お
知
ら
せ
掲
示
板
」
に
掲
示

し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

英
語
を
使
い
、
笑
顔
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
６
年
生
児
童

老若男女誰でも楽しめるビーチボール

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
の
皆
さ

ん
＝
12
月
６
日
・
準
備
運
動
と
し
て

わ
ん
こ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
後
で

　

村
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
が
12

月
６
日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
国
体
３
０
０

日
前
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
本
大
会

で
は
、
参
加
者
も
一
緒
に
わ
ん

こ
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
国
体
の
成

功
を
祈
願
し
ま
し
た
。
大
会
は

男
女
年
齢
別
の
３
部
門
に
分
か

れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
競
技
の
結
果
、
各
部
門

の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り

で
す
。　
■
１
部　
エ
ス
キ
モ
ー

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
熱
戦
展
開

■
２
部　
さ
わ
や
か
Ａ　

■
３

部
　
お
っ
さ
ん
ず

国
体
３
０
０
日
前

国
体
３
０
０
日
前

国体準備の本格化に向け10項
目の計画を審議した常任委員会

国
体
の
準
備
加
速
へ
計
画
を
策
定
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

Books ❖ 今月のおすすめ図書

WonDeR ワンダー
R・Ｊ・パラシオ　著／ほるぷ出版

東京が壊滅する日
広瀬　隆　著／ダイヤモンド社

永い言い訳
西川　美和　著／文藝春秋

　壮大な史実とデーター
で暴かれる、戦後70年の
不都合な真実！
　5兆円をドブに捨てても
なお、いつまで日本人は
「モルモット」にされるの
か？はじめて明かされる
原爆＆原発（双子の悪魔）
の正体！

　
12
月
３
日
・
８
日
に

３
年
生
が
、
ひ
め
ほ

た
る
こ
ど
も
園
と
伊

保
内
保
育
園
で
保
育

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
立
波
由
貴
さ
ん
は
、

「
私
た
ち
に
保
育
実
習

の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
と
関
わ
る
機

会
が
な
か
っ
た
の
で
ど
う
接
す

れ
ば
い
い
の
か
前
日
は
と
て
も

不
安
で
し
た
。
保
育
園
に
着
い
た

と
き
に
子
ど
も
た
ち
が
、
た
く
さ

ん
出
迎
え
て
く
れ
て
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
た
様
子

だ
っ
た
の
で
、
私
ま
で
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
方
か
ら
話

し
か
け
て
く
れ
た
り
遊
ん
で
く

れ
て
楽
し
か
っ
た
し
、
私
に
と
っ

て
も
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
雪
合
戦
や
追
い
か
け
っ

こ
を
し
て
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
時

間
が
過
ぎ
る
の
も
あ
っ
と
い
う

間
で
、
私
自
身
も
子
ど
も
た
ち
か

ら
元
気
を
も
ら
い
、
と
て
も
癒
さ

れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
感
想
を
つ

づ
り
ま
し
た
。

（
副
校
長　
野
田　
寛
）

保育実習に挑戦！

保育実習を楽しむ３年生

　突然家族を失った者た
ちは、どのように人生を
取り戻すのか？
　「愛するべき日々に愛す
ることを怠ったことの、
代償は小さくない」人間
関係の幸福と不幸と不確
かさを描いた感動の物語。
2016年秋映画化作品。

　おっちょこちょいのマ
マだけど、息子のかんた
ろうが何より大切です。
いいところも、ダメなと
ころも、数え切れない
「すき」でいっぱい。
　日本中のママが、思わ
ずわが子を抱きしめた感
動の絵本！

ママがおばけになっちゃった！
のぶみ　作・絵／講談社

　

こ
の
ほ
ど
伊
保
内
高
校
は
、

第
30
回
時
事
通
信
社
教
育
奨
励

賞
・
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、「
創
造
性
に
富
ん
だ

特
色
あ
る
教
育
の
実
践
に
顕
著

な
業
績
を
挙
げ
た
学
校
」
を
毎

年
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
全
国
の
幼
・
小
・
中
・

高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
を

対
象
に
、
各
都
道
府
県
が
65
校

を
推
薦
し
、
こ
の
う
ち
33
校
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
位
か
ら
３
番
目
と
な
る
優

良
賞
に
本
校
が
選
ば
れ
、
表
彰

状
と
盾
、
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
本
校
の
受
賞
は
、
36
年
目

を
迎
え
る
「
九
戸
村
地
域
子
ど

も
読
書
会
」
の
取
り
組
み
が
「
地

域
社
会
に
根
ざ
し
た
教
育
」
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
、
と

も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

11
月
６
日
、
盛
岡
支
局
長
が

本
校
を
訪
れ
、
代
表
生
徒
２
名

に
こ
れ
ら
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

副
校
長　

村
上　

弘　

教
育
奨
励
賞
を
受
賞

時事通信社から教育奨励賞・優秀賞が贈呈

　僕の名前はオーガスト。
オギーと呼ばれることもあ
る。外見は説明しない、君
がどう想像したって、それ
よりきっとひどいから…。
　10歳になって僕は初めて
学校に行く、かなりびびっ
ている…。全世界で300万
部発行の感動作品。



み
ん
な
の
健
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問
住
民
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保
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２
２
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２
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２
２
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２
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２
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２

国
保
だ
よ
り
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体
の
冷
え
は
肩
こ
り
や
腰
痛･

膝
痛
、

不
眠
、
免
疫
機
能
の
低
下
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

■
な
ぜ
冷
え
性
に
な
る
の
？

　

人
は
冷
え
を
感
じ
る
と
体
温
を
保
と

う
と
し
、
血
管
を
縮
め
て
血
液
を
あ
ま

り
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し
て

皮
膚
の
温
度
を
低
く
保
ち
熱
を
体
外
に

逃
が
し
に
く
く
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
体
温
調
節
は
ス
ト
レ
ス
や
不
規
則
な

生
活
、
運
動
不
足
、
貧
血
や
動
脈
硬
化

な
ど
の
血
管
系
の
疾
患
が
あ
る
と
う
ま

く
機
能
せ
ず
、
体
が
温
ま
り
に
く
く
な

る
の
で
す
。

■
冷
え
性
改
善
の
ス
ス
メ

○
半
身
浴
の
上
手
な
入
り
方

　

熱
い
お
湯
に
入
る
と
血
圧
が
急
上
昇

し
、
湯
か
ら
上
が
る
と
急
降
下
す
る
た

め
危
険
で
す
。
ま
た
肩
ま
で
入
る
と
心

臓
や
肺
に
負
担
が
掛
か
る
た
め
、
み
ぞ

お
ち
の
下
ま
で
お
湯
に
入
る
と
体
に
優

し
い
で
す
。
38
～
40
度
の
ぬ
る
め
の
お

湯
に
15
～
20
分
ゆ
っ
く
り
入
り
ま
し
ょ

う
。

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
血
行
改
善

　

熱
は
筋
肉
で
作
ら
れ
ま
す
。
筋
肉
は

７
割
が
下
半
身
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、

下
半
身
の
運
動
は
体
を
温
め
る
の
に
効

果
的
で
す
。
散
歩
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど

の
運
動
が
オ
ス
ス
メ
。
運
動
が
苦
手
な

人
は
日
々
の
生
活
の
中
で
こ
ま
め
に
体

を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
て
体
温
を
上

げ
よ
う

　

体
温
は
早
朝
に
最
も
低
く
な
り
、
朝

食
を
食
べ
た
後
に
急
上
昇
し
ま
す
。
そ

の
後
、
緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
き
、
夕

方
に
最
高
と
な
り
ま
す
。
朝
食
は
一
日

の
活
動
に
向
け
て
代
謝
を
高
め
体
温
を

上
げ
る
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。
朝

食
を
抜
く
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
体

温
が
作
ら
れ
ず
冷
え
を
加
速
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
朝
食
は
温
か
く
消
化
に
良

い
も
の
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
和
食
は
体

を
温
め
て
く
れ
る
た
め
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

冷
え
性
対
策
に
は
規
則
正
し
い
生
活

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
朝
食
を

取
り
、
適
度
な
運
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

（
保
健
師　
船
山　
信
香
）

冷
え
を
予
防
し
元
気
な
体

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
会
社

な
ど
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
全
員
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。

　

就
職
や
退
職
で
会
社
な
ど
の
健
康
保

険
に
加
入
、
ま
た
は
、
離
脱
し
た
と
き

や
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
住
所
や

世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
役
場
で

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
資
格
が
異
動
し
た
ら
届
け
出
を

　

他
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
と
き
や

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
、
修
学
に
よ
る
特
例
や
対
象
施
設
へ

の
入
所
に
よ
る
住
所
地
特
例
の
該
当
要

件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

そ
の
旨
の
『
届
け
出
』
と
『
国
保
の
保

険
証
を
返
す
』
手
続
き
が
発
生
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
せ
ず
国
保
の
資
格
が
無
く

な
っ
て
か
ら
も
国
保
を
使
用
し
て
保

険
医
療
機
関
を
受
診
す
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
場
合
、
本
来
、
自
分
が
加
入

し
て
い
る
保
険
で
そ
の
給
付
が
行
わ
れ

る
べ
き
で
す
か
ら
、
国
保
が
給
付
し
た

医
療
費
を
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
資
格
を
喪
失
し
て
い
な
い
こ
と
で

国
保
税
も
賦
課
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
国
保

の
資
格
に
異
動
が
生
じ
た
ら
役
場
に
す

ぐ
に
届
け
出
て
正
し
い
保
険
証
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

■
保
険
証
は
大
切
に

　

保
険
証
は
、
保
険
医
療
機
関
を
受
診

す
る
と
き
に
必
要
と
な
る
大
切
な
も
の

で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万
が
一
、
紛
失
し
た
き
に
は
、

役
場
の
窓
口
に
届
け
出
て
再
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
資
格
が
異
動
し
た
ら
届
け
出
を

■主な異動事由と必要書類
国保に加入するとき 持参するもの（印鑑のほかに）
転入してきた 転出証明書
会社の健康保険をやめた 会社の健康保険をやめた証明書
生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書
国保をやめるとき 持参するもの（印鑑のほかに）
転出する 国保の保険証
会社の健康保険に加入した 国保と会社、両方の保険証
その他 持参するもの（印鑑のほかに）
修学のため別に住所を定める 国保の保険証、在学証明書
退職者医療制度の対象になった 国保の保険証、年金証書



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０
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４
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２
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２
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９
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■
１
１
９
番
は
緊
急
通
報
専
用

　

二
戸
管
内
で
か
け
た
１
１
９
番

は
、
全
て
二
戸
市
に
あ
る
消
防
本

部
の
通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま

す
。
通
信
指
令
室
で
は
、
通
報
者

か
ら
詳
し
い
状
況
を
聞
き
な
が
ら

火
災
、
救
急
、
事
故
な
ど
の
発
生

場
所
か
ら
一
番
近
い
消
防
署
、
分

署
か
ら
現
場
へ
出
動
さ
せ
ま
す
。

■
１
１
９
番
の
ポ
イ
ン
ト

①�

何
が
あ
っ
た
の
か
…
火

災
・
救
急
・
事
故
な
ど

②�

誰
が
…
救
急
車
が
必
要
な

人
の
名
前
な
ど　

③�

場
所
…
市
町
村
名
、
住
所
、

目
標
物
な
ど　

④�

状
況
…
症
状
、
け
が
の
状

態
な
ど　

⑤�

通
報
者
の
情
報
…
住
所
、

名
前
、
電
話
番
号
な
ど

村内の火災・救急（11月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 2件 5件 ±0件
救 急 27 件 269 件 ＋11件

１
１
９
番
を
適
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

人
数
、
人
相
、
服
装
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
、

色
な
ど

⑤
今
ど
う
な
っ
て
い
る

そ
の
場
の
様
子
、
け
が
人
の
状
態
な
ど

⑥
通
報
者
（
あ
な
た
）
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
な
ど

☆
通
信
指
令
課
か
ら
の
お
願
い

○
通
報
を
受
け
た
警
察
官
の
質
問
に
、

慌
て
ず
落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

○
い
ち
早
く
到
着
す
る
た
め
に
も
、
近

く
の
建
物
な
ど
、
場
所
を
優
先
し
て
話

し
て
く
だ
さ
い
。

○
い
た
ず
ら
電
話
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
本
当
に
警
察
官
を
必
要
と

し
て
い
る
人
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
１
１
０
番
は
緊
急
通
報
用
ダ
イ
ヤ
ル

○
１
月
10
日
は
、
１
１
０
番
の
正
し
い

使
い
方
を
呼
び
掛
け
る
「
１
１
０
番
の

日
」
で
す
。

○
県
内
で
か
け
た
「
１
１
０
番
」
は
、

全
て
盛
岡
市
に
あ
る
警
察
本
部
の
通
信

指
令
課
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
通
信
指
令
課
で
は
、
通
報
者
か
ら
内

容
を
聞
き
な
が
ら
、
即
座
に
事
件
・
事

故
の
発
生
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
な

ど
に
指
令
し
て
、
警
察
官
を
現
場
に
向

か
わ
せ
ま
す
。

○
１
１
０
番
は
「
犯
人
が
逃
げ
た
ば
か

り
」、「
た
っ
た
今
、
交
通
事
故
を
起
こ

し
た
」
な
ど
の
、
緊
急
の
事
件
・
事
故

通
報
を
受
け
付
け
る
緊
急
通
報
用
ダ
イ

ヤ
ル
で
す
。

■
１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
の
か

○
○
事
件
、
交
通
事
故
な
ど

②
ど
こ
で

市
町
村
名
、
番
地
、
近
く
の
目
標
と
な

る
建
物
な
ど

③
い
つ

た
っ
た
今
、
○
分
く
ら
い
前
な
ど

④
犯
人
（
相
手
）
は

１
１
０
番
通
報
は
適
切
に

村内の交通事故（11月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 1件 3件 － 4件
物損事故 4件 68 件 ＋ 8件
負 傷 者 1人 3人 － 6人
死 亡 者 0人 0人 － 1人
飲酒運転
検 挙 者 0人 1人 ±0人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 417日
（11月30日現在）

２
年
間
で
１
４
，
０
０
０
円
程
度
の
割

引
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
平
成
28
年
度
分
の
前
納

の
申
し
込
み
の
期
限
は
、
２
月
末
ま
で

で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
持
参
の
上
、
金
融
機
関
、

年
金
事
務
所
、
役
場
住
民
生
活
課
窓
口

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
が
、
納

め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
早
割
制
度
や

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
、
６

カ
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
な

ど
が
あ
り
、
前
納
の
期
間
が
長
い
ほ
ど

割
引
額
が
大
き
く
な
り
お
得
で
す
。

　

２
年
前
納
を
利
用
い
た
だ
く
と
、
毎

月
現
金
で
納
付
す
る
場
合
と
比
べ
て
、

納
付
は
口
座
振
替
が
お
得

～
い
ち
（
１
）
早
く　
い
そ
（
１
）
が
ず　
れ
い
（
０
）
静
に
～
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 １月４日㊊ １月５日㊋ １月18日㊊
空 き 缶 １月19日㊋ １月25日㊊ １月26日㊋
粗 大 ご み １月12日㊋
紙・プラ類 １月14日㊍ １月20日㊌ １月28日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

１ 10 すがわら消化器内科 23-2879 １ 10 小野寺歯科医院 33-3050

11 金田一診療所 27-2205 11 阿部歯科クリニック 25-4182

17 むらかみ医院いたみのクリニック 48-1500 17 ぽっぽ歯科クリニック 31-1182

24 よこもり眼科クリニック 22-2230 24 菅原歯科医院 27-3301

31 千葉耳鼻咽喉科医院 23-2009 31 国香歯科医院 23-2223

編集後記
◆明けましておめでとうございま
す。昨年は皆さまにとってどんな一
年でしたか？私は良い事も悪い事も
多い、波乱万丈な一年でした。◆今
年も明るい話題を皆さまにどんどん
届けていきたいと思いますので、よ
ろしくお願いいたします。（下村）

１月

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎12月 15日現在の求人情報から
掲載しています。求人に関するお
問い合わせは、ハローワーク二戸
（☎23-3341）まで。求人情報は役
場ロビーでも配布しています。

求人情報
■テーオー食品  株式会社  岩手
工場
①品質管理（正社員）②九戸
村③不問④170,000円～270,000
円⑤食品化学全般または栄養
士、試用期間３カ月
■有限会社  竹村商事
①ブロイラー・生鳥処理作業
員（正社員）②九戸村③不問
④149,500円⑤普通自動車免許
一種
■有限会社  宝光運送
①大型運転手（正社員）②一
戸町③21～59歳④259,750円～
292,750円⑤大型運転免許、大
型車運転経験２年以上、試用
期間３カ月
■合同会社  アライブコーポ
レーション
①訪問看護師（正社員）②軽
米町③64歳以下④220,000円～
242,000円⑤普通自動車免許一
種、看護師または准看護師、
試用期間３カ月
■有限会社  中山運送
①運転手（正社員）②一戸
町③59歳以下④280,000円～
350,000円⑤大型運転免許、試
用期間３カ月

  女性の就業支援
ＯＡ機器講習会

　県内在住の女性を対象に、ＯＡ
機器基本操作を学ぶ講習会を開催
します。
■対象者　求職中の県内在住の女性
■定員　14名
■募集期限　１月29日（金）
■訓練期間　２月８日（月）～３
月９日（水）のうち21日間
午前10時～午後４時
■訓練場所
　二戸地域職業訓練センター
■訓練内容
　ＯＡ機器操作、Excel基本
■受講料　無料（テキスト代・受
験料など別途13,816円）
■申し込み・問い合わせ　二戸地
域職業訓練センター（☎23-3040）

  ひとり親家庭向け
無料法律相談開催

■対象　ひとり親家庭の母子、父
子、寡婦の人など
■場所　久慈地区合同庁舎
　　　　２階・相談室
■日時　１月20日（水）
　　　　午前10時～午後３時
■申し込み・問い合わせ　県北
広域振興局保健福祉環境部（☎
0194-53-4982）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

  償却資産の申告
１月31日まで

　償却資産の申告は１月31日まで
です。
■償却資産の対象は？
１月１日現在で、会社や個人が事
業のために所有している構築物、
機械、器具、備品などの資産です。
■対象となるもの（例）
●飲食店…厨房設備、冷蔵庫
●理容業・美容業…理・美容椅子
●小売店…陳列ケース、冷蔵庫
●農業従事者…農機具など
■申告は？
役場税務会計課税務徴収班へ問い
合わせ、申告書を取り寄せ申告し
てください。
■申し込み・問い合わせ
税務会計課税務徴収班（☎ 42-
2111内線223）

  申告書作成会場の開設
２月10日～３月15日

　二戸税務署の申告書作成会場は、
二戸税務署１階会議室です。なお、
開設期間前は、申告書作成会場を
設置していません。
　また、申告書作成会場は大変混
雑し、長時間お待ちいただく場合
があります。国税庁ホームページ
の確定申告書等作成コーナーを利
用し、自宅での申告書作成をぜひ
お試しください。
■開設期間
２月10日（水）～３月15日（火）
■開設時間　午前９時～午後５時
■問い合わせ　二戸税務署総務課
総務係長（☎23-2701・三塚）

  行政書士会で
電話無料相談

　２月22日は行政書士記念日で
す。県行政書士会では、「相続・遺
言、各種許可申請、外国人在留資
格など、その他何でも相談」など、
皆さまの毎日の暮らしに役立つ行
政手続きについて電話による無料
相談を実施します。気軽に相談く
ださい。
■開催日時　２月22日（月）
　　　　　　午前10時～午後３時
■相談電話　☎019-623-1555
■問い合わせ　県行政書士会（☎
019-623-1555）

  シルバー110番
高齢者向け相談

　高齢者の皆さん、家族の皆さん、
毎日の生活の中で困っていること、
悩んでいること、知りたいことな
どありませんか？県高齢者総合支
援センターでは高齢者なんでも相
談「シルバー110番」を設置し、
下記の通り相談対応しています。
また、法律・人生・認知症などの
専門相談にも専門分野の先生が相
談に応じます。気軽に電話くださ
い。
■相談電話　☎0120-84-8584
■相談時間　月曜日～金曜日
　　　　　　午前９時～午後５時
■問い合わせ　県高齢者総合支援
センター（☎019-625-7490）

国民健康保険税　第７期
村　県　民　税　第４期

２月１日月が
納期限です

人のうごき
（平成27年12月1日現在）

●人　口　　６，１６１　人　  （ー５）
　　男　　　 ２，９７６　人　  （ー３）
　　女　　　 ３，１８５　人  　（ー２）
●世帯数　　２，１６４世帯    （ー５）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　７　人  　（９５人）
　 転　 出　　　 　４　人  （１１５人）
　 出　 生　　 　　１　人  　（３２人）
　 死　 亡　　　 　９　人  　（９６人）

（カッコ内は１月からの累計）
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芸
が
創
り
出
す

　
笑
顔
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

第
30
回
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演

芸
会
が
11
月
29
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
37

組
の
団
体
が
出
場
し
、
踊
り
や
歌

で
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
、
村
地
域
婦
人
団

体
協
議
会
の
佐
々
木
ト
マ
会
長
が

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。

「
女
性
の
知
恵
と
英
知
を
養
い
、
九

戸
村
を
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に

日
々
活
動
し
て
い
る
。
今
日
は
心

ゆ
く
ま
で
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
歓

迎
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
歌
「
ど
ん

と
こ
い
岩
手
」
に
合
わ
せ
た
伊
保

内
婦
人
会
に
よ
る
踊
り
で
華
々
し

く
幕
開
け
。
村
保
育
協
議
会
に
よ

る
わ
ん
こ
ダ
ン
ス
で
は
、
こ
く
っ

ち
も
登
場
。
保
育
園
の
先
生
た
ち

が
園
児
顔
負
け
な
ほ
ど
元
気
い
っ

ぱ
い
に
か
わ
い
ら
し
く
踊
り
、
今

年
行
わ
れ
る
い
わ
て
国
体
の
成
功

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
舞
台
で
は
、
村
交
通

安
全
母
の
会
や
村
社
会
福
祉
協
議

会
親
睦
会
な
ど
に
よ
る
踊
り
、
五

枚
橋
久
夫
村
長
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
が
披
露
さ
れ
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
村
内
各
地
区

の
婦
人
会
や
九
戸
福
祉
会
親
睦
会

の
皆
さ
ん
が
息
の
合
っ
た
踊
り
や

芸
を
立
て
続
け
に
披
露
。
あ
で
や

か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
の
魅
力
的
な
芸
が

次
々
と
披
露
さ
れ
る
と
、
こ
の
日

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
来
場
者

か
ら
は
笑
顔
が
溢
れ
、温
か
い
「
お

花
」
も
届
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
村
商
工
会
女
性
部
に

よ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
は
五
枚

橋
村
長
な
ど
が
飛
び
入
り
参
加
す

る
な
ど
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
豊
か

な
演
出
が
来
場
者
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
会
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村保育協議会がかわいらしく踊ったわんこダンス華やかに炭坑節を踊る村社会福祉協議会親睦会

九戸福祉会親睦会が元気いっぱいに迫力ある南中ソーラン節を披露
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